
 

 

圏域名 播磨姫路圏域（中播磨） 

日 時 令和元年10月1日（火）13:45～14:50 

場 所 姫路市医師会館 ５階大ホール 

部会長 姫路市医師会長 山本 一郎 

出席者 

代理出席：山名構成員、尾﨑構成員 

欠席：石川構成員、岩見構成員 

上記以外は別紙構成員名簿のとおり本人出席 

議事次第 

概 要 

（１）一般社団法人はりま姫路総合医療センター整備推進機構の地域医療連 

携推進法人代表理事の再任にかかる事前協議について 

（２）公的医療機関等2025プランの説明 

県立はりま姫路総合医療センター（仮称） 

（３）城南多胡病院の移転開設にかかる事前協議について 

（４）その他 

  ① 播磨姫路圏域における既存病床数（平成31年4月1日）の報告 

  ② 医師確保計画及び外来医療計画について 

  ③ 西播磨地域部会における地域医療介護総合確保基金協議結果の報告 

※中播磨圏域健康福祉推進協議会（医療部会）と同時開催 

 （(１)、(３)、（４）①については、医療部会における議題） 

内 容 

（２）公的医療機関等2025プランの説明 

県立はりま姫路総合医療センター（仮称） 

  ・地域医療構想の推進に関して、9月26日 再編・統合を必要とする公立・公的医

療機関の名称が国より公開された件について説明。 

【意見・質疑】 

＊ 当医院が対象に入ったが、公開されたデータでは、心疾患、脳卒中の診療実績件

数が０件であり、実績としてあり得ないため検証中である。 

 

  ・新病院の2025プランについて、昨年以降の変更点について説明 

【意見・質疑】 

＊ 診療科の変更内容を具体的に教えていただきたい。 

また、へき地診療として家島への派遣はプランに記載される予定か。 

→ 診療科は学会主導により神経内科を脳神経内科、耳鼻科を耳鼻咽喉頭 

頸部外科へ変更。家島の件はプランへ記載する方がよければ検討したい。 

＊ ICTを使ったツール等の導入は考えられているか。 

→ 姫路市医師会を中心として救急医療に対する連携の検討を始めると聞いており、一

緒に検討したい。 



＊ 姫路には結核を診る施設が無いが、新病院では予定しているのか。 

→ 予定していない。陰圧室は有するため一時的な対応はさせていただく。 

 ＊ 医師数について、県立尼崎総合医療センターを参考にしたとのことである 

が、大阪も近く近隣の状況も当地域とは異なるが、同じ考え方でいのか。 

→ 現在の県立尼崎総合医療センターは開院時より増加している。数を精査すると、 

736床の機能を維持するためにスタッフ180名、その他専攻医、研修医を足して 

280名程必要であり、ほぼ県立尼崎総合医療センターと同様になると考える。 

 

 ＊ コメディカルは地域に影響の無いような集め方を考えているのか。 

 → 県立病院全体としてコメディカルを一時的に新病院に異動することも考えており、

姫路市に負担の無いように検討を進めている。 

 ＊ 病院の名称について、当病院（姫路医療センター）とかなり似ており、市民の混

同を避けるような名称を検討いただければと思う。 

 → 当方では決めることができず、最終的には議会で決定すると聞いている。名称が

紛らわしいとの問題が解消されればよいと考える。 

 ＊ 研修医はどの程度を恒常的に確保する予定であるのか。 

 → 規模としては各年15～20名程来ていただければ有り難く、そのための研修体制を

組むとともに、実績づくりを進めたい。 

 

※当プランの協議について、この度は行わず、今後、2025プラン策定対象医療機関等、

対象者を絞り協議を行い、結果を調整会議に報告する。 

（協議方法について、平成30年度第3回調整会議において了承を得ている） 

 

（４）その他 

  ② 医師確保計画及び外来医療計画について 

③ 西播磨地域部会における地域医療介護総合確保基金協議結果の報告 

【意見・質疑】 特になし。 

 

 
協議が調

った事項 

（４）② 医師確保計画及び外来医療計画について、策定に向けた方向性及びスケジュー

ルについて、了承を得た。 

主な質疑応答 上記内容参照 

次回以降の 

予定 

・兵庫県立はりま姫路総合医療センター（仮称）の公的医療機関等2025プランにかかる

協議（国からの再編・統合を必要とする公立・公的医療機関に対する具体的な分析方

法や要請事項を踏まえて行う） 

・医師確保計画（案）及び外来医療計画（案）にかかる協議 

 


